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【資 料 － １】①

対象事業位置図 信濃川河川改修事業（大河津分水路）
（再評価）

国道41号猪谷楡原道路【防】
（再評価）

信濃川総合水系環境整備事業（再評価）

国道470号七尾氷見道路
（事後評価）

国道470号輪島道路（再評価）



　資料－１②

令和元年度　第２回北陸地方整備局事業評価監視委員会　審議案件の概要

【再評価】
事業名

（箇所名）
実施箇所 事業期間等

事業を巡る社会経済
情勢等の変化

主な事業の進捗状況
主な事業の進捗

の見込み
コスト縮減や代替案

等の可能性
前回再評価年度 該当要件

R1年度末までの投資額
見込み（進捗率）

事業の効果等
都道府県・政令市等の意

見
対応方針
（原案）

審議区分 備考

１）道路事業の再評価

約190 16年

【事業全体】
総便益Ｂ：388億円
総費用Ｃ：194億円
Ｂ／Ｃ＝2.0

【残事業】
総便益Ｂ：388億円
総費用Ｃ：105億円
Ｂ／Ｃ＝3.7

【事業全体】
B/C=1.8～2.2（交通量　±10%）
B/C=1.8～2.1（事業費　±10%）
B/C=1.9～2.1（事業期間±20%）

【残事業】
B/C=3.4～4.0（交通量　±10%）
B/C=3.2～4.0（事業費　±10%）
B/C=3.6～3.8（事業期間±20%）

約230 増額 21% 17年 延長 6%

【事業全体】（一体評価）
総便益Ｂ：668億円
総費用Ｃ：629億円
Ｂ／Ｃ＝1.1
【事業全体】
総便益Ｂ：323億円
総費用Ｃ：261億円
Ｂ／Ｃ＝1.2

【残事業】（一体評価）
総便益Ｂ：668億円
総費用Ｃ：385億円
Ｂ／Ｃ＝1.7
【残事業】
総便益Ｂ：323億円
総費用Ｃ：79億円
Ｂ／Ｃ＝4.1

【事業全体】（一体評価）
B/C=0.9～1.2（交通量　±10%）
B/C=1.01～1.1（事業費　±10%）
B/C=1.03～1.1（事業期間±20%）
【事業全体】
B/C=1.1～1.3（交通量　±10%）
B/C=1.2～1.3（事業費　±10%）
B/C=1.2～1.3（事業期間±20%）

【残事業】（一体評価）
B/C=1.5～1.9（交通量　±10%）
B/C=1.6～1.9（事業費　±10%）
B/C=1.7～1.8（事業期間±20%）
【残事業】
B/C=3.8～4.4（交通量　±10%）
B/C=3.8～4.3（事業費　±10%）
B/C=4.0～4.2（事業期間±20%）

２）河川環境事業の再評価

信濃川総合水系環境整備事業

約83 27年

【事業全体】
総便益Ｂ：604億円
総費用Ｃ：112億円
Ｂ／Ｃ＝5.4

【残事業】
総便益Ｂ：189億円
総費用Ｃ：19億円
Ｂ／Ｃ＝9.9

【事業全体】
B/C=4.9～5.9（需要量　±10%）
B/C=5.3～5.5（事業費　±10%）
B/C=5.4～5.4（事業期間±10%）

【残事業】
B/C=8.9～10.9（需要量　±10%）
B/C=9.1～11.0（事業費　±10%）
B/C=9.8～10.1（事業期間±10%）

（信濃川下流河川事務所、信濃川河
川事務所、千曲川河川事務所、大

町ダム管理所）

約94 増額 13% 28年 延長 4%

【事業全体】
総便益Ｂ：762億円
総費用Ｃ：139億円
Ｂ／Ｃ＝5.5

【残事業】
総便益Ｂ：342億円
総費用Ｃ：23億円
Ｂ／Ｃ＝14.9

【事業全体】
B/C=4.9～6.0（需要量　±10%）
B/C=5.4～5.6（事業費　±10%）
B/C=5.5～5.5（事業期間±10%）

【残事業】
B/C=13.4～16.4（需要量　±10%）
B/C=13.7～16.3（事業費　±10%）
B/C=14.9～14.9（事業期間±10%）

約172億円（91％）

①走行時間の短縮
②交通事故の減少
③のと里山空港及び
輪島港や主要な観光
地へのアクセス向上
④地域連携プロジェク
ト（石川県長期構想）
の支援
⑤救命救急活動の支
援
⑥緊急輸送道路の
ネットワークの強化
⑦バス交通の定時制
確保
などが期待される。

国道470号は、能登地域
の活性化に寄与するとと
もに、北陸自動車道及び
東海北陸自動車道と連
結し、全国各地との交流
ネットワークを構築する
重要な路線であり、さら
に、災害時における緊急
輸送道路としても大きな
役割を担うものと考えて
いる。北陸新幹線開業効
果を持続・発展させるとと
もに、能登地域における
広域交流の一層の促
進、さらには災害時の代
替性の確保を図るために
も、本区間の早期整備が
不可欠となっている。国
道470号輪島道路につい
ては、引き続き事業を継
続し、2022年夏迄の供用
を目指し、着実に整備を
進めていただきたい。

事業継続 重点審議
能越自動車道

　国道470号　輪島道路
（金沢河川国道事務所）

自：石川県輪島市三井町本江
至：石川県輪島市三井町洲衛

平成18年度事
業化
平成22年度用
地着手
平成25年度工
事着手

前回再評価以降、周辺に
大きな社会情勢等の変化
はない。

事業進捗率75％
用地進捗率100％
（令和元年度末予定）

残事業の内容：
改良工事等

改良工事等を推進
し、2022年夏迄の暫
定2車線開通を目指
して事業を推進する。

建設発生土の有効活
用や新技術の活用等
により、コスト縮減を
図る。

H28年度

社会経済情勢の
急激な変化

（事業費増加のた
め）

約70億円（74%）

・水辺整備事業により
地域のイベント開催や
日常の憩いの場として
賑わいをもたらしてい
る。

・自然再生事業によ
り、多様な環境が再生
創出され、さまざまな
動植物の生息生育が
確認されている。

〔新潟県〕
・活力ある豊かな新潟県
を創るため、信濃川総合
水系環境整備の事業継
続を望みます。
・本事業は、賑わいのあ
る良好な水辺空間の創
出、観光交流人口の拡
大等、地域活性化に資す
るものであり、本県にとっ
て重要な事業であると認
識しております。
・また、日本一長い信濃
川の豊かな自然環境を
次世代へ受け継ぎ、さら
には流域の自然と人と社
会が調和した活力ある新
潟県を創造するため１日
も早い完成をお願いしま
す。

〔長野県〕
・事業の継続・新規箇所
について異存ありませ
ん。引き続きコストの縮
減の配慮に努められます
ようお願いします。
・また、特定外来種の侵
入・繁茂を抑制するととも
に、本来の水際植生を再
生し、その後も維持でき
るよう、一層の水辺環境
の保全・再生に取り組ん
でいただきますようお願
いします。
・桜づつみを含め、台風
19号の被災をした箇所に
ついても、河川環境に配
慮した復旧をお願いしま
す。

事業継続 重点審議

総事業費（億円）
上段：前回評価時

下段：現時点

事業年数
上段：前回評価時

下段：現時点

事業の投資効率性
上段：前回評価時

下段：現時点

感度分析
上段：前回評価時

下段：現時点

新潟県新潟市、三条市、長岡市
長野県長野市、千曲市、上田市、須坂
市、中野市、飯山市、大町市、安曇野市、
池田町、坂城町、小布施町、松川村

平成14年度
（2002年度）
～令和11年度
（2029年度）

・水辺整備箇所では地域住
民や河川協力団体、民間
事業者による各種イベント
が行われるなど、河川愛
護・美化意識や水辺の賑
わいの創出といった機運は
高まっており、地域の河川
利用における期待は大き
い。

・特に新規箇所である千曲
川北信５市町では、平成27
年3 月に北陸新幹線飯山
駅が開業し、アウトドア指
向の観光客が多く訪れ注
目を浴びており、５市町の
広域連携による相互の経
済的活性化の相乗効果が
期待されている。
  また、上田市依田川地区
は、周辺に水辺と触れる空
間の環境が点在し既存エリ
ア同士と連携する事で、更
なる賑わいある水辺空間
の創出が地域から期待さ
れている。

・長野県では地域が連携し
て千曲川、犀川を含む県内
各地でアレチウリ駆除が行
われるなど、地域の外来種
対策及び河川管理への意
識は高く、自然再生や水辺
整備事業に対する期待は
大きい。

・整備箇所及び受益範囲内
の主要な自治体の人口は
ほぼ横ばい、世帯数につ
いては緩やかな増加傾向
にあるが、事業実施に伴う
大きな社会的変化はないも
のと考えられる。

平成14年度より水辺
整備事業、平成16年
度より自然再生事
業、平成17年度より
水環境改善事業に着
手。

進捗率74%（令和元年
度末）

・自然再生事業で
は、これまでの整備
により、砂礫河原が
再生するとともに、在
来の動植物の生息・
繁殖が増加してい
る。また、アレチウリ
やハリエンジュ等の
外来植物の抑制に効
果があることが確認
され、有識者からも
事業効果を確認頂い
ており、今後の整備
においても環境の向
上が期待できる。

・水辺整備事業の実
施箇所において、事
業進捗に伴う支障と
なる課題等はなく、着
実な進捗が見込まれ
る。また、整備箇所に
ついては、今後も地
域の交流拠点として
より多くの人々に利
用されることが期待さ
れる。

・河道掘削で発生す
る土砂の築堤材への
活用等、施工段階に
おいてコスト縮減を図
るとともに、モニタリン
グ調査等においても
効率化し、更なるコス
ト縮減を進めていく。

H28年度

社会経済情勢の
急激な変化、技術

革新等
（令和2年度より、
上田市依田川地

区水辺整備事業、
千曲川北信5市町
水辺整備事業に
新規着手するた

め。）



　資料－１②

令和元年度　第２回北陸地方整備局事業評価監視委員会　審議案件の概要

【再評価】
事業名

（箇所名）
実施箇所 事業期間等

事業を巡る社会経済
情勢等の変化

主な事業の進捗状況
主な事業の進捗

の見込み
コスト縮減や代替案

等の可能性
前回再評価年度 該当要件

R1年度末までの投資額
見込み（進捗率）

事業の効果等
都道府県・政令市等の意

見
対応方針
（原案）

審議区分 備考

３）河川事業の再評価

信濃川河川改修事業
（大河津分水路）

約1,200 18年

【事業全体】
総便益Ｂ：1,978億円
総費用Ｃ：843億円
Ｂ／Ｃ＝2.3

【残事業】
総便益Ｂ：1,978億円
総費用Ｃ：843億円
Ｂ／Ｃ＝2.3

【事業全体】
B/C=2.1～2.6（需要量　±10%）
B/C=2.1～2.6（事業費　±10%）
B/C=2.2～2.4（事業期間±10%）

【残事業】
B/C=2.1～2.6（需要量　±10%）
B/C=2.1～2.6（事業費　±10%）
B/C=2.2～2.4（事業期間±10%）

（信濃川河川事務所）

約1,200 18年

【事業全体】
総便益Ｂ：1,978億円
総費用Ｃ：843億円
Ｂ／Ｃ＝2.3

【残事業】
総便益Ｂ：1,978億円
総費用Ｃ：843億円
Ｂ／Ｃ＝2.3

【事業全体】
B/C=2.1～2.6（需要量　±10%）
B/C=2.1～2.6（事業費　±10%）
B/C=2.2～2.4（事業期間±10%）

【残事業】
B/C=2.1～2.6（需要量　±10%）
B/C=2.1～2.6（事業費　±10%）
B/C=2.2～2.4（事業期間±10%）

４）道路事業の再評価

国道41号　猪谷楡原道路

約360 25年

（富山河川国道事務所）

約390 増額 8% 27年 延長 8%

【事後評価】

今後の事後評価
の必要性

改善措置
の必要性

１）道路事業の事後評価

能越自動車道
国道470号　七尾氷見道路

（富山河川国道事務所、金沢河川国
道事務所）

※防災面の効果
が特に大きい事
業

H29年度

社会経済情勢の
急激な変化

（事業費増加のた
め）

約316億円（88％）－ －

①災害に強い道路
ネットワークの形成
②孤立集落の解消
③冬期交通障害の解
消
④走行時間の短縮
⑤交通事故の減少
などが期待される。

事業継続に同意する。今
後ともコスト縮減に努め、
早期に効果が発現される
よう整備促進に格段の配
慮をお願いしたい。

事業継続 一括審議

約267億円（22%）

・山地部掘削、低水路
掘削等により、整備計
画の目標である戦後
最大規模の洪水を流
下させた場合の想定
氾濫被害が解消され
る。

自：富山県富山市猪谷
至：富山県富山市楡原

平成9年度事業
化
平成13年度用
地着手
平成14年度工
事着手

前回再評価以降、周辺に
大きな社会情勢等の変化
はない。

事業進捗率81％
用地進捗率100％
（令和元年度末予定）

残事業の内容：
橋梁工事、改良工事

事業名
（箇所名）

対応方針（案）
同種事業の計画・調査
のあり方や事業評価手
法の見直しの必要性

事業化等年次 完成年次 全体事業費
全体B/C
（事後）

備考

一括審議

※国土交通省所
管公共事業の再
評価実施要領の
運用について
（通知）に基づ
き、B/Cは平成
26年度評価時点

新潟県長岡市、燕市

平成27年度
（2015年度）
～令和14年度
（2032年度）

・大河津分水路河口部の
河積不足による水位上昇
の影響で堤防が決壊し、氾
濫が想定される区域にも住
宅や工業団地が立地して
いる。

・世帯数、製造品出荷額は
微増傾向であり、今後さら
に発展が見込まれる。

・平成27年度より事
業着手しており、用地
取得率は、98％と
なっている。

・山地部掘削では約
53万m3（令和元年度
末（予定））の掘削、
第二床固の改築及び
野積橋の架替等の工
事を実施している。

・令和元年度末（予
定）の進捗率は事業
費ベースで22％であ
り、令和14年度完了
に向け事業実施中。

・信濃川上流部及び
中流部では、戦後最
大規模洪水流下時に
計画高水位を超過す
る区間が存在し、治
水安全度の向上が急
務となっている。

・大河津分水路の抜
本的な改修による洪
水対策の早期実現に
対する地元からの強
い要望もあり、今後も
引き続き計画的に事
業の進捗を図る。

・掘削土砂について
は、河川堤防の拡幅
などの自ら利用の
他、道路盛土、工業
団地の造成、交流拠
点の基盤等の周辺事
業に有効活用するこ
とで、土砂処理費の
コスト縮減を図ってい
る。

・新技術、施工計画
の見直し等の検討に
より、一層のコスト縮
減や環境負荷軽減を
図っていく。

・平成27年3月の新規
事業採択時評価にお
ける各評価軸の評価
に大きな変更要素は
無いため、現計画（大
河津分水路山地部掘
削＋河道掘削）によ
り対策が妥当である
と考える。

H26年度
新規事業採択

事業採択後5年間
が経過した時点で

継続中

総事業費（億円）
上段：前回評価時

下段：現時点

事業年数
上段：前回評価時

下段：現時点

事業の投資効率性
上段：前回評価時

下段：現時点

感度分析
上段：前回評価時

下段：現時点

必要なし

・県民の命と暮らしを守
り、豊かな新潟県を創る
ため、信濃川河川改修
（大河津分水路）の事業
継続を望みます。

・本事業は、広大な扇状
地に集積が進んだ多くの
人口や資産を洪水氾濫
等による災害から守り、
甚大な被害を防止・軽減
させるだけでなく、信濃川
水系全体の治水安全度
の向上、本県の社会経
済の発展にも大きく寄与
するものであり、本県に
とって大変重要な事業で
あると認識しております。

・また、過去にも幾度とな
く洪水氾濫による被害が
発生していることから、順
次整備を進めていただい
ているところですが、令
和元年の台風第19号で
は、既往最高水位を記録
する洪水が発生してお
り、県民が安心して暮ら
せるよう１日も早い完成
をお願いします。

事業継続

必要なし 必要なし 平成8年度 平成26年度 約1,496億円 1.3

富山市猪谷から富山
市片掛間において、
猪谷橋（仮称）、片掛
橋（仮称）の橋梁工事
及び改良工事等を推
進し、早期完成2車線
供用を目指して整備
を進める。

新技術の活用等によ
り、コスト縮減を図
る。


